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経
済
的
に
困
難
な

家
庭
の
子
供
た
ち
に
支
給
さ

れ
て
い
る
就
学
援
助
費
の
支

給
割
合
は
平
成
二
十
五
年
度

全
国
約
十
五
・
四
％
、県
約
十

八
・
八
％
と
な
っ
て
い
る
が
、

当
市
の
支
給
状
況
と
割
合
は
。

　
　
　
　
　
生
活
保
護
世
帯

を
要
保
護
、ひ
と
り
親
家
庭
や

生
活
保
護
に
準
じ
て
生
活
が

困
窮
し
て
い
る
家
庭
等
を
準

要
保
護
と
し
て
、学
用
品
、通

学
用
品
、校
外
活
動
、修
学
旅

行
、給
食
等
に
関
す
る
費
用
を

支
給
し
て
い
ま
す
。平
成
二
十

六
年
度
は
小
学
校
四
百
五
十

四
人
、中
学
校
三
百
四
十
五
人

で
、全
児
童
生
徒
の
十
六
・
二

％
、平
成
二
十
七
年
度
は
小
学

校
四
百
五
十
九
人
、中
学
校
三

百
二
十
五
人
で
十
六
・
五
％

で
す
。

　
　
　
　

奨
学
金
の
利
用
者

と
返
済
状
況
は
。ま
た
、貸
与

で
は
な
く
給
付
型
の
制
度
に

す
る
考
え
は
。

　
　
　
　
　
平
成
二
十
七
年

度
の
貸
与
者
は
新
規
・
継
続
合

わ
せ
て
大
学
生
が
五
十
四
名
、

高
校
生
が
三
名
で
す
。現
在
返

還
中
の
方
は
百
十
一
名
で
す

が
平
成
二
十
六
年
度
決
算
で

は
、返
還
計
画
よ
り
遅
れ
て
い

る
方
は
二
十
五
名
、六
百
五
十

八
万
三
千
円
で
す
。

　
　
　
　
近
年
、返
済
に
苦
し

む
方
が
ふ
え
社
会
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、貸
与
の
一
部

を
給
付
型
に
変
更
す
る
こ
と

は
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と

か
ら
、調
査
研
究
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

森
林
伐
採
後
に
造

林
さ
れ
な
い
林
地
が
七
〇
％

も
あ
り
、荒
廃
し
て
い
る
。
県

が
こ
と
し
二
月
に
策
定
し
た

「
青
森
県
森
林
・
林
業
基
本
方

針
」
に
、再
造
林
の
取
り
組
み

を
社
会
全
体
で
支
援
す
る
枠

組
み
を
構
築
し
、森
林
所
有
者

が
意
欲
的
に
林
業
経
営
を
で

き
る
よ
う
に
支
援
す
る
と
あ

る
が
、
市
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　
　
現
在
、市
独
自
の

支
援
策
は
実
施
し
て
い
ま
せ

ん
。
国
、県
で
は
民
有
林
野
造

林
補
助
金
と
し
て
、事
業
者
に

対
し
事
業
費
の
六
八
％
を
補

助
し
て
い
ま
す
の
で
、こ
の
制

度
を
活
用
し
て
再
造
林
へ
の

取
り
組
み
を
促
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

新
庁
舎
建
設
に
当

た
り
、現
在
示
さ
れ
て
い
る
工

期
で
完
成
で
き
る
の
か
。ま
た
、

財
源
確
保
の
見
通
し
は
。

　
　
　
　
平
成
二
十
八
年
度

に
実
施
設
計
業
務
、平
成
二
十

九
年
七
月
に
工
事
着
手
、平
成

三
十
一
年
三
月
に
新
庁
舎
の

工
事
を
完
了
し
、現
庁
舎
の
解

体
、外
構
整
備
等
は
平
成
三
十

一
年
度
の
事
業
完
了
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
総
事
業
費
は
、

基
本
構
想
で
約
三
十
八
億
円

で
す
が
、社
会
情
勢
に
よ
り
変

動
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、経

費
圧
縮
に
努
め
進
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
庁
舎
建
設

に
は
補
助
金
等
は
見
込
め
な

い
こ
と
か
ら
、合
併
特
例
債
を

活
用
し
ま
す
。こ
れ
は
財
政
負

担
の
軽
減
効
果
が
大
き
い
こ

と
、支
払
い
を
平
準
化
で
き
る

な
ど
非
常
に
有
利
な
財
源
で

す
。庁
舎
本
体
の
ほ
か
外
構
工

事
な
ど
も
あ
る
こ
と
か
ら
、補

助
金
等
の
財
源
確
保
は
事
業

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
効
果
を
勘

案
し
調
査
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

県
へ
要
望
し
た
重

点
事
業
の
達
成
に
向
け
、ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
く
の
か
。

　
　
　
　
地
元
選
出
国
会
議

員
や
県
議
会
議
員
に
働
き
か

け
る
ほ
か
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
、ど
の
よ
う
に
取
り
組

め
ば
効
果
的
か
工
夫
し
な
が

ら
、早
期
実
現
に
向
け
要
望
活

動
を
継
続
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
　
　

公
共
施
設
、市
道
、

橋
梁
の
補
修
、耐
震
診
断
等
の

取
り
組
み
と
長
寿
命
化
に
つ

い
て
。

　
　
　
　
　
道
路
施
設
等
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、計
画
的

に
改
築
や
補
修
に
努
め
て
い

ま
す
。橋
梁
は
平
成
二
十
六
年

三
月
の
道
路
法
改
正
に
よ
り
、

五
年
に
一
回
近
接
目
視
で
点

検
す
る
こ
と
と
な
り
、安
全
か

つ
円
滑
な
交
通
確
保
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
公
共
施
設
の
長

寿
命
化
の
実
施
方
針
や
今
後

の
あ
り
方
を
定
め
る
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
を
平
成

二
十
八
年
度
完
成
を
目
指
し

策
定
中
で
す
。整
備
等
が
必
要

な
施
設
に
つ
い
て
は
こ
の
方

針
に
基
づ
き
、優
先
順
位
を
決

め
て
実
施
年
度
や
事
業
費
を

定
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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学習機会は平等に

新
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ら

　
　
　
　
建
設
工
事
に
着
工
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